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入間市議会議員の定数
を定める条例の一部を
改正する条例を可決!!
28人から24人へ削減!!

第4回定例会

平
成
16
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月

30
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
17
日
間

開
催
さ
れ
、
提
出
議
案
23
件
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
議
員
提
出
に
よ
る
条

例
１
件
、
意
見
書
１
件
、
決
議
２
件
と
、

市
長
提
出
に
よ
る
人
事
案
件
２
件
、
規
約

１
件
、
一
般
議
案
７
件
、
平
成
16
年
度
補

正
予
算
８
件
と
、
請
願
１
件
で
あ
り
、
請

願
は
不
採
択
、
請
願
を
除
く
す
べ
て
の
議

案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
平
成
15
年
度
決
算
認
定
10
件
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
認
定

と
決
し
ま
し
た
。

2004.12Topics

全部・一部改正条例
条 例

今後の市の財政状況を考慮すると更なる行財政改革が求められている。議会として経費削減に
率先して努力する必要があることから、議員定数を28人から４人削減し、24人とする条例改正
である。

議員提出議案
第３号

入間市議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例議員提出議案第３号 賛成多数で原案可決

人
事
案
件

齊藤典子 氏
入間市春日町一丁目６番14号

全員一致で同意

人権擁護委員候補者

中村善雄 氏
入間市大字二本木1108番地

全員一致で同意

請
願

狭
山
市
と
の
合
併
の

是
非
を
問
う
住
民
投
票
条
例
の

制
定
を
求
め
る
請
願

本
請
願
は
、
入
間
市
仏
子
603
―
１
、
17

―
204
曽
雌
正
一
氏
外
４
千
615
名
よ
り
提
出

さ
れ
た
も
の
。
要
旨
は
合
併
に
よ
っ
て
、

入
間
市
が
な
く
な
り
、
市
の
区
域
が
変
更

さ
れ
る
。
ま
た
、
新
市
移
行
に
伴
い
住
民

サ
ー
ビ
ス
や
住
民
負
担
が
変
更
さ
れ
る
。

こ
れ
に
は
住
民
の
合
意
を
踏
ま
え
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
変
更
に
つ
い
て
も
住
民
に
問
う
こ
と

は
当
然
で
あ
る
と
し
て
、
住
民
投
票
条
例

の
制
定
を
求
め
る
請
願
で
あ
り
、
審
議
の

結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
決
定
。

意
見
書平

成
17
年
度
政

府
予
算
編
成
に
お

い
て
は
、
平
成
16

年
度
予
算
の
よ
う

な
大
幅
な
削
減
が

行
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
国
は

誠
実
に
対
応
し
、

国
と
地
方
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
来
た
さ
な
い
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

国
は
、
平
成
17
年
度
政
府
予
算
編
成

に
当
た
り
、「
地
方
交
付
税
の
所
要
総

額
」
が
確
実
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
以

下
の
事
項
に
つ
い
て
実
現
を
求
め
る
。

１．

平
成
17
年
度
の
地
方
交
付
税
総
額

は
、
少
な
く
と
も
平
成
16
年
度
の
水

準
以
上
を
確
保
す
る
。

２．

税
源
移
譲
に
伴
い
、
財
政
力
格
差

が
拡
大
す
る
財
政
力
の
弱
い
地
方
公

共
団
体
に
対
し
て
は
、
地
方
交
付
税

の
財
源
調
整
・
財
源
保
障
を
強
化
し

て
対
応
す
る
。

３．

地
方
財
政
計
画
上
の
歳
出
と
決
算

と
の
乖か

い

離り

に
つ
い
て
は
、
一
方
的
な
、

不
合
理
な
削
減
は
絶
対
認
め
な
い
。

平成17年度
地方交付税所要総額
確保に関する意見書

（抜粋）

本
定
例
会
に
お
い
て
議
員
提
出
に
よ
る
意
見

書
１
件
が
提
出
さ
れ
、
全
員
一
致
で
可
決
し
、

関
係
機
関
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
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芦
屋
市

議
会
運
営
（
陳
情
、
要
望
書
に
つ
い
て
）

入
間
市
議
会
で
は
、
陳
情
書
や
要
望
書
は

議
会
運
営
委
員
会
を
通
じ
て
全
議
員
に
配

付
し
、
議
員
活
動
の
参
考
に
し
て
い
る
。

芦
屋
市
で
は
、
平
成
15
年
９
月
か
ら
そ
の

扱
い
を
検
討
し
は
じ
め
、
議
会
制
度
検
討

会
を
設
置
、
地
方
分
権
時
代
に
対
応
し
た

会
議
規
則
、
委
員
会
条
例
の
設
置
等
を
目

的
に
、
会
議
規
則
、
委
員
会
条
例
の
改
正

を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
陳
情
の
取
り
扱

い
も
検
討
し
た
結
果
、
陳
情
も
審
査
対
象

と
す
る
こ
と
に
し
た
。受
理
は
随
時
と
し
、

直
近
に
開
催
さ
れ
る
議
会
運
営
委
員
会
を

通
じ
て
各
常
任
委
員
会
に
送
付
さ
れ
、
審

議
さ
れ
る
。
ま
た
、
請
願
に
つ
い
て
も
審

査
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
請
願
者
自

身
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
、

口
頭
陳
述
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

尼
崎
市

議
会
運
営
（
陳
情
に
つ
い
て
）

尼
崎
市

に
お
い
て
も
、
陳
情
は
各
常
任
委
員
会
で

審
議
さ
れ
、
提
出
者
に
よ
る
口
頭
陳
述
が

な
さ
れ
て
い
る
。
現
地
調
査
も
行
わ
れ
、

市
民
の
声
を
取
り
入
れ
る
パ
イ
プ
が
し
っ

か
り
と
で
き
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。
ま

た
、
採
択
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
対
応

状
況
に
つ
い
て
調
査
確
認
し
て
い
る
こ
と

は
良
い
こ
と
で
あ
り
、
入
間
市
で
も
検
討

す
る
必
要
を
感
じ
た
。

取
扱
い
件
数
が
非
常
に
多
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
す
べ
て
を
審
査
す
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
審
査
条
件

を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
入
間

市
に
お
い
て
も
、
市
民
に
と
っ
て
よ
り
良

い
審
査
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

11月11日
兵庫県芦屋市

11月12日
兵庫県尼崎市

議会運営
委　員　会

委 

員 

会�
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芦屋市（議場）にて

決
議歯

舞
群
島
、
色

丹
島
、
国
後
島
及

び
択
捉
島
か
ら
な

る
北
方
領
土
は
、

我
が
国
固
有
の
領

土
で
あ
り
、
ロ
シ

ア
連
邦
か
ら
の
早

期
返
還
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

北
方
領
土
問
題
解
決
に
向
け
て
は
、

平
成
５
年
の
「
東
京
宣
言
」
を
は
じ
め

と
し
て
、
近
年
、
日
ロ
関
係
に
お
け
る

良
好
な
環
境
作
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

「
北
方
四
島
の
帰
属
問
題
解
決
後
の
平

和
条
約
締
結
」
と
い
う
交
渉
指
針
に
基

づ
き
、
日
ロ
両
国
は
引
き
続
き
全
力
を

尽
く
し
て
い
る
。

特
に
、
来
る
平
成
17
年
は
日
露
通
好

条
約
締
結
150
年
、
ま
た
平
成
18
年
は
日

ソ
共
同
宣
言
50
年
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
、
一
定
の
進
展
が
望
ま
れ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
今
後

と
も
継
続
し
て
対
ロ
外
交
交
渉
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
北
方
領
土
の
早
期
返

還
実
現
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

以
上
決
議
す
る
。

平
成
16
年
12
月
16
日

埼
玉
県
入
間
市
議
会

北方領土問題の解決
促進に関する決議

北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
被
害
者
横
田

め
ぐ
み
さ
ん
の
遺

骨
と
し
て
北
朝
鮮

か
ら
提
供
さ
れ
た

骨
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑

定
の
結
果
、
別
人

二
人
分
の
も
の
と

い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。

証
拠
を
捏
造

ね
つ
ぞ
う

し
て
ま
で
も
拉
致
問
題

を
闇
に
葬
り
去
る
一
方
、
援
助
を
引
き

出
し
国
交
正
常
化
に
結
び
付
け
よ
う
と

す
る
北
朝
鮮
の
非
道
な
姿
勢
を
断
固
許

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
北

朝
鮮
に
対
し
経
済
制
裁
の
早
急
な
実
施

と
、
強
い
決
意
を
持
っ
て
の
日
朝
交
渉

の
全
面
的
な
見
直
し
を
さ
れ
る
よ
う
強

く
望
み
決
議
す
る
。

平
成
16
年
12
月
10
日

埼
玉
県
入
間
市
議
会

国の北朝鮮に対する
経済制裁を求める決議

本
定
例
会
に
お
い
て
議
員
提
出
に
よ
る
決
議

２
件
が
提
出
さ
れ
、
全
員
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。
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平成15年度
歳入歳出決算を認定
一般会計、特別会計8件、
水道事業会計の計10件

平
成
16
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
た
平
成
15
年
度
入
間
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
ほ
か
９
件
の

決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
10
月
５

日
に
所
管
す
る
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
平

成
16
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
報
告

さ
れ
、す
べ
て
認
定
と
決
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
等
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

平成15年度決算については、市長から次のとおり概要報告がなされて
いる。
平成15年度の各会計の予算執行については、一般会計及び特別会計は、

事業進捗上やむを得ない理由で一部の事業は繰越措置をしたが、予定した事業は概ね執行でき、黒字で
決算を終了することができた。また、水道事業会計についても黒字で決算を終了した。
平成15年度の一般会計歳入歳出決算は、前年度決算額と比較して、歳入で20億9,636万6,065円、率

で5.7％、歳出で20億8,518万3,189円、率で5.8％それぞれ減額となった。また、歳入歳出差引額は8
億3,439万474円となり、翌年度への繰越額4,059万5千円を除く実質収支額は7億9,379万5,474円で
ある。予算現額と決算額を比較すると、歳入は99.9％の執行率、歳出では97.5％の執行率である。

決　算

一般会計　歳入349億0,581万2,458円
歳出340億7,142万1,984円

一
般
会
計

反
対
討
論
（

）

討
　
　
論

「
三
位
一
体
の
改
革
」
は
、
地
方
へ
の

財
政
支
出
削
減
を
図
り
、
福
祉
や
教
育
な

ど
へ
の
国
の
責
任
を
放
棄
、後
退
さ
せ
る
。

木
下
市
政
は
地
方
財
政
危
機
の
真
の
原
因

を
そ
ら
し
、
強
引
に
合
併
の
道
を
進
も
う

と
し
て
い
る
。反
対
理
由
は
以
下
の
通
り
。

第
１
に
、
部
長
会
や
課
長
会
な
ど
庁
内

の
任
意
団
体
（
身
内
）
に
対
す
る
市
長
交

際
費
の
支
出
。
15
年
度
は
従
来
通
り
だ
。

第
２
に
、
同
和
対
策
事
業
。
地
方
自
治

体
の
取
り
組
み
は
憲
法
に
基
づ
く
基
本
的

人
権
の
擁
護
に
む
け
ら
れ
る
べ
き
。

第
３
に
、
財
団
法
人
入
間
市
振
興
公
社

運
営
費
補
助
金
、
第
４
に
、
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、
第
５
に
、

地
域
福
祉
基
金
に
反
対
す
る
。

第
６
に
、
市
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る

道
路
の
整
備
が
計
画
的
で
な
く
な
っ
て
い

る
。
必
要
な
予
算
は
確
保
す
べ
き
。

第
７
は
、
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業

に
対
す
る
繰
出
金
。事
業
を
縮
小
す
べ
き
。

第
８
に
、
要
保
護
及
準
要
保
護
児
童
生

徒
援
助
費
、
い
わ
ゆ
る
就
学
援
助
の
、
実

態
に
合
わ
な
い
制
限
は
撤
廃
す
べ
き
。

わ
が
国
の
経
済
は
世
界
経
済
の
な
だ
ら

か
な
回
復
に
伴
い
輸
出
の
増
大
に
よ
る
企

業
の
業
績
回
復
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、

デ
フ
レ
傾
向
の
脱
却
ま
で
に
至
っ
て
い
な

い
。
地
方
の
借
入
金
は
総
額
で
約
200
兆
円

と
見
込
ま
れ
、
今
後
と
も
地
方
財
政
は
構

造
的
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

歳
入
に
つ
い
て
、
市
民
税
個
人
分
の
減

額
の
中
で
恒
久
的
減
税
に
伴
う
減
収
分

は
、
特
例
交
付
金
及
び
減
税
補
て
ん
債
で

財
源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
市
税
総
額

で
は
減
額
決
算
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
地

方
交
付
税
等
大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
お

り
、
財
源
と
し
て
の
減
税
補
て
ん
債
に
つ

い
て
は
市
債
の
増
大
に
繋つ

な

が
る
の
で
今
後

の
財
政
運
営
に
充
分
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

歳
出
に
つ
い
て
、
経
常
的
経
費
で
あ
る

扶
助
費
及
び
公
債
費
等
義
務
的
経
費
の
増

大
に
伴
い
経
常
収
支
比
率
の
上
昇
で
財
政

の
弾
力
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し

た
中
、
環
境
、
福
祉
、
教
育
、
消
防
、
特

に
加
治
丘
陵
公
有
地
化
を
始
め
と
し
て
課

題
の
対
応
が
図
ら
れ
、
相
対
的
に
見
て
概

ね
健
全
な
財
政
運
営
が
図
ら
れ
た
。

国
が
責
任
を
負
う
こ
と
も
な
く
地
方
の

住
民
に
負
担
を
押
し
つ
け
財
政
危
機
を
乗

り
切
ろ
う
と
す
る
状
況
下
で
の
決
算
審
査

賛
成
討
論
（
保
守
系
ク
ラ
ブ
）

反
対
討
論
（
そ
ら
ま
め
）

日
本
共
産
党

入
間
市
会
議
員
団

6ページへ
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市税負担額�
市民1人あたり　12万9,979円�
1世帯あたり　　35万2,052円�

15年度 歳入�
総額349億581万2千円�

市民1人あたり　22万7,704円�
1世帯あたり　　61万6,744円 �

15年度 歳出�
総額340億7,142万2千円�

平成16年3月31日現在　人口149,630人　世帯数55,244世帯�

一般会計歳入歳出決算�自主財源225億6,888万6千円（64.7％）・依存財源123億3,692万6千円（35.3％）

平成15年�平成13年� 平成14年�

（億円）0　�市税� その他�市債�国庫支出金�地方交付税�繰入金� 県支出金�諸収入�繰越金� 地方譲与税�

8億5,800万円�
2.46%

3億8,774万9千円�
1.11%

8億4,557万3千円�
2.42%

14億1,888万9千円�
4.06%

2億2,349万円�
0.64%

18億6,491万9千円�
5.34%

25億7,982万5千円�
7.39%

36億3,661万8千円�
10.43%

36億4,200万円�
10.43%

194億4,874万9千円�
55.72%

�

（億円）0　�

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

民生費� 土木費�衛生費� 教育費�総務費� 公債費� その他�

24億7,593万3千円�
7.27%

39億7,658万円�
11.67%

48億6,341万1千円�
14.27%

52億1,569万5千円�
15.31%

32億3,154万4千円�
9.48%

52億6,364万2千円�
15.45%

90億4,461万7千円�
26.55%

5

10

15

20

25

30

35

40

200

195

その他の内訳�
　分担金及び負担金、使用料及び手数料、�
　財産収入、寄附金、利子割交付金、�
　地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、�
　自動車取得税交付金、�
　国有提供施設等所在市町村助成交付金、�
　地方特例交付金、交通安全対策特別交付金�

その他の内訳�
　議会費、労働費、農林水産業費、�
　商工費、消防費、諸支出金�
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で
あ
っ
た
。
既
に
公
立
保
育
所
へ
の
補
助

金
は
一
般
財
源
化
さ
れ
全
国
で
４
割
の
自

治
体
が
予
算
を
削
減
。
進
行
中
の
合
併
問

題
は
い
ず
れ
の
道
を
選
択
す
る
に
し
て
も

行
財
政
改
革
ぬ
き
に
は
通
れ
な
い
。
時
の

政
治
に
作
用
さ
れ
る
暮
ら
し
を
厳
し
く
実

感
す
る
。
具
体
的
な
反
対
項
目
は
３
点
。

国
防
関
係
の
自
衛
官
募
集
委
託
事
務
費

は
自
治
事
務
に
は
な
じ
ま
な
い
。
海
外
派

兵
が
度
重
な
る
と
内
閣
の
判
断
に
不
信
を

深
め
る
ば
か
り
で
あ
る
。
用
意
周
到
に
準

備
さ
れ
展
開
さ
れ
た
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
は
、
全
国
一
律
に
す

べ
て
の
自
治
体
を
対
象
と
す
る
新
た
な
公

共
事
業
で
あ
る
。
更
に
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
目
ざ
す
社
会
の
有
様
が
危
惧
さ
れ
る
。

国
民
を
管
理
す
る
社
会
だ
か
ら
で
あ
る
。

教
育
費
の
就
学
援
助
は
５
項
目
の
制
限
条

項
を
設
け
た
。
議
会
で
問
題
点
を
指
摘
し

見
直
し
が
実
現
・
改
善
さ
れ
た
が
平
成
15

年
度
決
算
で
あ
る
の
で
触
れ
て
お
く
。

平
成
15
年
度
入
間
市
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
総
額
で
前
年
度
対
比
5.7
％
減
、
歳
出

総
額
で
5.8
％
減
で
あ
る
が
、
実
質
収
支
比

率
は
3.4
％
で
適
正
な
水
準
に
あ
る
と
言
え

る
。
歳
入
で
は
、
市
民
税
の
個
人
分
及
び

固
定
資
産
税
は
前
年
度
対
比
で
減
額
し
た

が
、
市
民
税
の
法
人
分
は
増
額
と
な
る
。

市
税
総
額
で
は
前
年
度
対
比
4.5
％
減
で
あ

っ
た
。
歳
出
で
は
、
民
生
費
の
生
活
保
護

費
・
児
童
手
当
費
関
連
の
扶
助
費
を
大
幅

に
増
額
す
る
中
、投
資
的
経
費
に
お
い
て
、

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
・
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
、
旧
石
川
組
製
糸

西
洋
館
の
用
地
取
得
、
市
道
幹
線
・
一
般

市
道
等
の
改
修
事
業
、各
区
画
整
理
事
業
、

学
校
等
の
教
育
施
設
の
整
備
等
に
積
極
的

な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
決
算
分
析
指
標

で
示
す
財
政
力
指
数
は
上
昇
し
、
財
政
基

盤
の
安
定
性
は
図
ら
れ
て
い
る
。

今
後
も
特
例
地
方
債
等
に
よ
り
市
債
の

増
大
が
予
想
さ
れ
る
が
、
各
事
業
の
必
要

性
や
緊
急
度
を
精
査
し
、
財
政
の
健
全
化

に
努
め
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
一
層
努
力

さ
れ
る
よ
う
要
望
し
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

国
の
財
政
危
機
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
当

市
に
お
い
て
も
平
成
15
年
度
は
個
人
市
民

税
及
び
た
ば
こ
税
の
減
収
が
大
き
く
、
市

税
総
額
で
平
成
14
年
度
対
比
９
億
１
千
218

万
４
千
373
円
、
率
に
し
て
4.5
％
の
減
収
と

な
っ
て
い
る
。

地
方
交
付
税
や
利
子
割
交
付
金
等
も
大

幅
な
減
収
と
な
っ
た
。
極
め
て
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
を
経
費
節
減
や
事
務
の
効
率

化
、
職
員
の
努
力
が
随
所
に
見
ら
れ
る
施

策
や
新
規
事
業
が
展
開
さ
れ
た
事
は
評
価

に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
整
備
促
進
、
扇
学

童
保
育
室
の
増
築
、
青
少
年
活
動
セ
ン
タ

ー
の
改
修
工
事
、
公
明
党
が
長
年
提
案
し

続
け
た
旧
林
川
緑
道
整
備
、
藤
沢
い
な
げ

や
前
道
路
整
備
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
、
土
・
日
夜
間
診
療
の
開
設
等

を
含
め
、市
民
要
望
が
多
く
実
現
さ
れ
た
。

「
元
気
な
い
る
ま
」「
安
心
・
安
全
の
街
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
行
財
政
改
革
を
さ
ら

に
進
め
ら
れ
る
事
を
期
待
し
、
公
明
党
を

代
表
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

わ
が
国
の
経
済
状
況
は
依
然
厳
し
く
、

デ
フ
レ
経
済
か
ら
は
、
な
か
な
か
脱
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
状
況
下
に
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
入
間
市
の
平
成
15
年
度
の

歳
入
総
額
は
349
億
581
万
２
千
458
円
で
前
年

度
対
比
5.7
％
の
減
で
あ
り
、
歳
出
は
340
億

７
千
142
万
１
千
984
円
、
前
年
度
対
比
5.8
％

の
減
額
で
あ
る
。
決
算
分
析
を
見
て
も
、

実
質
収
支
比
率
は
、
ま
だ
適
正
値
内
で
あ

り
健
全
性
を
維
持
し
て
い
る
。
施
策
と
し

て
評
価
す
る
も
の
を
あ
げ
る
と
、
旧
保
健

セ
ン
タ
ー
を
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ

ー
と
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
２
つ
の
機
能

を
持
つ
複
合
施
設
に
改
装
す
る
た
め
の
工

事
に
着
手
、
扇
学
童
保
育
室
の
増
設
、
第

24
回
八
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
の
会
場
と

し
て
、
多
く
の
市
民
協
力
を
得
て
の
実
施

等
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業
を
数
多

く
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
、
評
価
で
き
る
。

今
後
、
市
財
政
は
益
々
厳
し
く
な
る
。
財

源
確
保
と
無
駄
を
は
ぶ
き
一
層
の
効
率
性

を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

を
期
待
し
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

賛
成
討
論
（
入
間
自
民
党
）

賛
成
討
論
（
み
ら
い
21
）

特
別
会
計

討
　
　
論

賛
成
討
論
（

）

公
明
党

入
間
市
議
団

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

反
対
の
理
由
は
国
民
健
康
保
険
滞
納
者

に
対
し
て
保
険
証
を
交
付
す
る
こ
と
な
く

資
格
証
明
書
を
交
付
し
て
い
る
こ
と
。

資
格
証
明
書
は
国
保
に
入
っ
て
い
る
こ

と
を
証
明
す
る
だ
け
で
、
保
険
証
で
は
な

い
。
資
格
証
で
医
療
機
関
に
か
か
る
と
、

窓
口
で
か
か
っ
た
医
療
費
の
全
額
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
お
金
が
な
け
れ
ば

医
療
機
関
に
か
か
れ
な
い
。
資
格
証
の
発

行
に
よ
っ
て
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い

う
事
態
は
さ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

平
成
15
年
度
は
低
所
得
者
に
対
し
保
険

料
軽
減
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
積

極
面
が
あ
る
一
方
で
、
8.6
％
の
保
険
料
値

上
げ
を
行
っ
た
。
お
年
寄
り
に
負
担
を
強

い
る
初
年
度
の
決
算
と
い
う
理
由
で
反
対

す
る
。

（
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
）

こ
の
事
業
は
早
期
完
成
地
区
と
位
置
づ

反
対
討
論
（

）

日
本
共
産
党

入
間
市
会
議
員
団



7

け
、
進
め
ら
れ
て
き
た
。
一
部
の
事
業
に

莫
大
な
税
金
を
投
入
す
る
よ
り
も
、
く
ら

し
や
福
祉
へ
の
予
算
に
ま
わ
す
べ
き
。

事
業
は
縮
小
さ
せ
る
べ
き
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
国
保
税
の
確
保
は

大
変
困
難
な
状
況
に
あ
る
中
で
、
歳
入
総

額
の
約
39
％
、
お
よ
そ
39
億
円
を
確
保
し

て
お
り
、
収
納
率
向
上
に
努
め
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。繰
入
金
の
4.1
％
増
は
、

近
年
の
医
療
費
の
増
加
と
厳
し
い
経
済
状

況
に
よ
る
税
収
不
足
等
に
よ
っ
て
、
や
む

を
得
な
い
も
の
と
考
え
る
。
歳
出
に
つ
い

て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
医
療
費
に
関
す
る
支

出
で
あ
り
、
3.2
％
増
で
あ
る
。
こ
の
医
療

費
の
増
加
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
保
健
事
業
の
充
実
に
さ
ら
に
努

力
す
る
よ
う
望
み
、
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
る
よ
う
願
い
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

介
護
保
険
制
度
は
、
第
二
期
介
護
保
険

事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
老
後
に

お
け
る
介
護
の
不
安
に
応
え
る
社
会
シ
ス

テ
ム
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お

り
介
護
保
険
事
業
が
安
定
的
に
運
営
さ
れ

て
お
り
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
よ

う
願
い
、
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

（
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
）

こ
の
事
業
は
、
平
成
５
年
に
事
業
認
可

を
受
け
て
以
来
11
年
目
に
入
り
、
地
権
者

の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り
、
工
業
専
用
地

内
へ
80
社
を
超
え
る
企
業
が
活
動
し
、
順

調
に
推
移
し
て
い
る
。
本
年
７
月
に
は
33

社
の
賛
同
に
よ
り
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、

各
企
業
の
発
展
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
狭
山
台
工
業
団
地
連
絡
会
が
設
立
さ
れ

た
。
低
層
住
宅
地
内
に
は
約
180
戸
の
住
宅

も
建
ち
、
み
ど
り
台
自
治
会
発
足
３
年
目

を
迎
え
、
集
会
所
も
建
設
中
で
、
新
市
街

地
の
整
備
・
形
成
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

こ
の
状
況
か
ら
、
多
く
の
企
業
が
進
出

す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
雇
用
創
出
・
拡

大
に
つ
な
が
り
、
ま
た
、
住
宅
・
工
場
等

の
建
設
や
企
業
の
事
業
活
動
に
よ
り
地
域

経
済
へ
の
好
影
響
を
も
た
ら
し
、さ
ら
に
、

市
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
は
、

固
定
資
産
税
、
法
人
市
民
税
等
の
自
主
財

源
の
確
保
に
つ
な
が
る
事
業
で
あ
る
。

今
後
も
保
留
地
の
売
却
、
事
業
収
入
の

確
保
と
事
業
費
削
減
に
努
力
さ
れ
、
早
期

完
成
を
期
待
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
７
億

２
千
400
万
円
、
前
年
度
対
比

で
4.1
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
医
療
費
の
増
加
と
厳

し
い
経
済
状
況
で
の
比
較
的

低
所
得
の
方
の
増
加
に
よ
る

税
収
不
足
か
ら
や
む
を
得
な

い
も
の
と
考
え
る
。

平
成
13
年
度
か
ら
国
保
税

滞
納
者
に
資
格
証
明
書
が
発

行
さ
れ
て
い
る
が
、
き
め
細

か
な
納
税
相
談
を
行
い
、
対

象
を
払
え
る
の
に
払
わ
な
い

者
に
限
定
す
る
努
力
が
続
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収

納
率
向
上
と
税
負
担
の
公
平

を
図
る
手
段
と
し
て
是
認
で

き
る
も
の
と
考
え
る
。

（
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
）

街
路
築
造
、
雨
水
管
整
備

が
遅
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

大
雨
時
に
道
路
の
冠
水
や
工

場
敷
地
内
の
浸
水
が
発
生
し

た
り
、
土
ぼ
こ
り
、
振
動
が

ひ
ど
い
状
況
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と

で
、
雨
水
管
布
設
や
街
路
築

造
等
に
事
業
費
を
計
上
し
た

こ
と
は
、
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

す
る
責
務
を
も
つ
市
と
し
て

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
入
間
自
民
党
）

賛
成
討
論
（
保
守
系
ク
ラ
ブ
）

賛
成
討
論
（
み
ら
い
21
）

平成15年度　特別会計決算一覧表�

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 �

老 人 保 健 特 別 会 計 �

介 護 保 険 特 別 会 計 �

下 水 道 事 業 特 別 会 計 �

武蔵藤沢駅周辺土地区画整理事業特別会計�

入間市駅北口土地区画整理事業特別会計�

扇 台 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 �

狭 山 台 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 �

99億7,761万円�

77億2,880万4千円�

37億6,385万2千円�

33億8,454万5千円�

10億5,856万5千円�

5億4,895万2千円�

4億2,342万8千円�

12億224万9千円�

歳　　入�

99億1,012万8千円�

76億2,324万円�

36億6,646万4千円�

31億3,794万8千円�

7億1,688万2千円�

4億7,083万3千円�

4億195万5千円�

7億855万7千円�

歳　　出�

6,748万2千円�

1億556万4千円�

9,738万8千円�

2億111万2千円�

2億9,087万円�

7,811万9千円�

2,147万3千円�

4億3,109万2千円�

実質収支額�
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狭
山
市
と
の
合
併
に
、
市
民
の

な
か
で
失
望
感
が
多
い
。
新
市
名
の
「
狭

山
市
」
は
市
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
。

抗
議
は
28
件
き
た
。
残
念
だ
が

や
む
を
得
な
い
。入
間
市
民
の
な
か
に
も
、

「
狭
山
市
」
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。

合
併
協
の
財
政
予
測
は
現
実
的

か
。20
年
後
の
財
政
赤
字
は
５
億
円
余
り
。

こ
れ
は
、
月
収
30
万
円
の
家
庭
に
例
え
れ

ば
４
千
600
円
足
り
な
い
程
度
の
話
だ
が
。

事
業
の
縮
小
や
サ
ー
ビ
ス
低
下
、

市
民
の
負
担
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

単
独
市
の
予
測
で
は
「
外
部
委

託
は
今
後
拡
大
」
と
言
っ
て
物
件
費
を
増

や
し
、
区
画
整
理
な
ど
の
見
直
し
を
し
な

い
ま
ま
繰
出
金
を
増
や
し
て
、
赤
字
に
な

る
よ
う
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。

業
務
の
「
民
」
へ
の
開
放
は
今

後
必
要
。
救
急
車
も
入
れ
な
い
よ
う
な
住

宅
密
集
地
で
は
、
区
画
整
理
が
必
要
。

合
併
す
れ
ば
、
新
市
の
「
顔
」

と
し
て
行
う
、
狭
山
市
駅
周
辺
の
整
備
に

入
間
市
民
の
莫
大
な
税
金
が
使
わ
れ
る
。

魅
力
あ
る
街
に
人
が
集
ま
る
。

国
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
は
、

自
治
体
が
本
来
の
仕
事
、
住
民
福
祉
の
増

進
を
困
難
に
さ
せ
る
。こ
れ
で
良
い
の
か
。

良
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
地

方
は
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
国

依
存
の
姿
勢
は
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

全
国
で
広
く
行
わ
れ
て
い
る
、

住
民
投
票
を
な
ぜ
実
施
で
き
な
い
の
か
。

い
ま
の
入
間
市
で
は
大
き
な
論

争
は
起
き
て
い
な
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
冷

静
な
判
断
を
願
う
。
何
で
も
住
民
投
票
と

い
う
流
れ
に
は
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

市
民
に
不
利
益
も
た
ら
す
合
併
に
反
対

Question 2

金
子
健
一
議
員

質
問

質
問

質
問

平
成
の
合
併
の
特
徴
は
、
そ
れ

が
国
と
地
方
の
財
政
危
機
か
ら
生
じ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
件
費
や
事
務
費
の

削
減
が
行
わ
れ
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
合
併
案
全

体
が
行
財
政
改
革
を
自
覚
さ
せ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
公
共
事
業

で
は
ニ
ー
ズ
を
明
確
に
し
、
費
用
対
効
果

を
検
討
し
、
本
当
に
必
要
な
事
業
に
絞
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

合
併
協
議
会
で
は
、
公
共
事
業
を
含
む

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
審
議
で
は
個
別
の

必
要
性
を
審
議
せ
ず
、
提
案
ど
お
り
採
択

し
た
。
ま
た
、
合
併
協
議
状
況
報
告
書
に

載
っ
て
い
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
明

に
は
個
別
事
業
の
概
要
、
費
用
が
呈
示
さ

れ
て
い
な
い
。
事
業
の
概
要
、
費
用
が
な

ぜ
、
市
民
に
呈
示
さ
れ
な
い
の
か
。

個
々
の
事
業
に
つ
い
て
は
い
ろ

ん
な
条
件
が
あ
る
。
数
字
的
に
は
動
き
が

あ
る
。
個
々
の
議
論
は
必
要
で
は
な
い
と

考
え
る
。
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
示

さ
れ
た
計
画
の
中
で
、
与
え
ら
れ
た
事
業

を
消
化
し
て
い
く
。

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
違
っ

て
来
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
地
方

交
付
税
は
三
位
一
体
の
改
革
の
行
方
に
よ

っ
て
は
減
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。将
来
、

財
政
が
苦
し
く
な
っ
た
時
点
で
市
民
が
個

々
の
事
業
を
問
題
に
す
る
よ
り
、
今
の
時

点
で
個
々
の
費
用
等
を
明
ら
か
に
し
た
方

が
よ
い
。

時
代
の
変
化
の
中
で
費
用
等
の

議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

今
細
か
い
数
字
を
議
論
す
る
必
要
は
な
い

と
考
え
る
。

行
財
政
改
革
の
自
覚
が
な
い
合
併
案

Question 1

野
口
哲
次
議
員

質
問

市
長

市
長

質
問

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

質
問

質
問

質
問

一
般
質
問�
Q uestion

nswerA
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
質
問
者

12
名
に
よ
り
12
月
8
・
9
・
10
日
の

3
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
質
問
・
答
弁
内
容
は
、
質
問
者
本
人
が
要
約

し
た
も
の
で
す
。

合併案では約38億円をかけて立体化する稲荷山踏切
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現
在
、
小
・
中
学
校
図
書
館
に

は
、
学
校
図
書
館
指
導
員
が
全
校
配
置
さ

れ
て
い
る
が
、
来
年
度
も
継
続
的
に
配
置

さ
れ
る
の
か
。

小
学
校
の
み
全
校
配

置
を
続
け
る
。

図
書
館
の
学
校
図
書
館
支
援
は
。

図
書
館
利
用
教
室
、

図
書
館
見
学
、
読
書
案
内
の
配
布
、
団
体

貸
出
に
よ
る
蔵
書
の
提
供
、
リ
サ
イ
ク
ル

資
料
の
配
布
等
を
行
っ
て
い
る
。

各
学
校
に
は
司
書
教
諭
が
い
る

が
、
日
常
的
に
授
業
を
持
っ
て
の
司
書
業

務
は
い
か
が
な
も
の
か
。何
か
支
援
策
は
。

学
校
図
書
館
指
導
員

研
修
を
行
っ
て
い
る
。

起
業
す
る
人
や
地
元
中
小
企
業

者
に
情
報
提
供
の
拠
点
と
し
て
図
書
館
運

営
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
地
域
経
済
に
つ

な
が
る
企
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
街
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
図
書
館
行
政
を
考
え
る
中

で
の
公
共
図
書
館
の
新
し
い
あ
り
方
は
。

企
業
に
対
す
る
情
報
提
供
に
つ

い
て
は
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
対
応
を
考

え
て
い
く
。
時
代
に
合
っ
た
知
識
の
研
修

を
通
じ
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
を
高
め
た
い
。

蔵
書
を
い
か
に
効
果
的
に
利
用
で
き
る
か
、

情
報
提
供
を
い
か
に
し
て
い
く
か
、
開
館

時
間
も
含
め
検
討
し
て
い
く
の
が
こ
れ
か

ら
の
図
書
館
の
あ
り
方
。
ま
た
、
幅
広
い

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
に
は
、
産
学
官
の
連

携
を
深
め
、
専
門
書
の
ニ
ー
ズ
要
望
に
は

近
隣
の
大
学
の
図
書
部
門
の
紹
介
等
の
検

討
も
し
て
い
き
た
い
。

図
書
行
政
に
つ
い
て

Question 3

宮
岡
幸
江
議
員

質
問

質
問

質
問

教
育
総
務
部
長

生
涯
学
習
部
長

生
涯
学
習
部
長

質
問

市
長

最
近
、
国
道
463
号
バ
イ
パ
ス
や

県
道
川
越
・
入
間
線
、
武
蔵
藤
沢
駅
周
辺

土
地
区
画
整
理
区
域
内
の
道
路
も
交
通
量

が
増
え
て
い
る
。
久
保
稲
荷
線
は
、
市
の

骨
格
道
路
と
し
て
重
要
な
路
線
で
あ
る
が
、

工
事
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

県
道
川
越
・
入
間
線
か
ら

安
川
新
道
線
ま
で
575
ｍ
あ
り
、
用
地
は
７

千
42
㎡
の
86
％
を
確
保
し
て
お
り
、
工
事

は
県
道
側
か
ら
３
年
間
で
整
備
。
今
年
度

中
に
、明
の
沢
橋
手
前
ま
で
を
開
通
さ
せ
、

平
成
19
年
度
初
め
に
全
線
開
通
を
予
定
し

て
い
る
。

安
川
新
道
線
沿
い
の
ゴ
ル
フ
場

跡
地
に
、大
型
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
、

安
川
新
道
線
の
交
通
量
が
増
え
、
交
通
渋

滞
が
予
想
さ
れ
る
が
、
安
川
新
道
線
の
整

備
予
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

未
整
備
の
安
川
新
道
線
１

千
35
ｍ
を
４
工
区
に
分
け
平
成
18
年
度
か

ら
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

開
店
す
る
大
型
店
舗
の
前
は
、
道
路
計

画
に
併
せ
歩
道
を
設
け
る
と
共
に
、
危
険

な
箇
所
に
つ
い
て
は
歩
道
が
で
き
る
よ
う

地
権
者
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。
国

道
463
号
と
の
交
差
点
は
、
オ
ー
プ
ン
ま
で

に
右
折
車
線
を
設
置
す
る
。

武
蔵
藤
沢
駅
の
東
側
に
で
き
る

大
型
店
舗
の
進
捗
状
況
、
駅
の
橋
上
化
と

自
由
通
路
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

大
型
店
舗
に
つ
い
て
は
手
続
き

が
終
わ
り
、
来
年
６
月
５
日
に
開
店
予
定

と
聞
い
て
い
る
。
武
蔵
藤
沢
駅
の
橋
上
化

と
自
由
通
路
は
国
の
財
政
も
厳
し
い
時
期

で
は
あ
る
が
、
西
武
鉄
道
と
協
力
し
国
庫

補
助
金
を
受
け
整
備
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

藤
沢
の
都
市
計
画
道
路
と
駅
の
橋
上
化

Question 4

齋
藤
武
久
議
員

質
問

建
設
部
長

建
設
部
長

質
問

質
問

市
長

県道川越・入間線から見た久保稲荷線の工事現場
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10
月
23
日
に
起
こ
っ
た
新
潟
県

中
越
地
震
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
悔
や
み
と
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
地
震
の
教

訓
と
す
べ
き
も
の
は
何
か
。

豪
雪
地
帯
で
建
物
が
し
っ
か
り

と
し
た
つ
く
り
で
あ
っ
た
た
め
大
火
が
起

こ
ら
な
か
っ
た
。
天
然
ガ
ス
が
多
く
発
生

し
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
都
市
ガ
ス
が
普

及
し
て
い
た
た
め
地
震
と
同
時
に
供
給
弁

を
遮
断
し
た
こ
と
も
あ
る
。
備
蓄
品
の
乾

パ
ン
に
つ
い
て
不
人
気
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

こ
れ
ら
も
現
在
の
食
糧
事
情
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
子
ど
も
や

お
年
寄
り
な
ど
の
避
難
を
ど
う
支
援
す
る

か
重
要
な
課
題
と
認
識
し
た
。

平
常
時
か
ら
地
域
の
特
性
を
踏

ま
え
つ
つ
、そ
の
地
域
の
災
害
危
険
性
を
、

総
合
的
、
科
学
的
手
法
に
よ
り
把
握
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
地
区
別
防
災

カ
ル
テ
と
し
て
情
報
提
供
を
す
べ
き
。

飯
能
県
土
整
備
事
務
所
が
作
成

し
た
資
料
が
あ
る
の
で
提
供
し
た
い
。
そ

の
際
、
い
た
ず
ら
に
不
安
を
あ
お
る
こ
と

の
無
い
よ
う
説
明
も
必
要
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
を
は
じ
め
各
教
育

施
設
の
耐
震
性
と
補
強
に
つ
い
て
。

平
成
16
か
ら
18
年
度
で
耐
震
診

断
を
実
施
し
デ
ー
タ
を
精
査
し
て
補
強
の

た
め
の
対
応
を
す
る
。

学
校
に
お
け
る
避
難
訓
練
を
ど

う
評
価
す
る
か
。

避
難
訓
練
の
際
、
危
険
を
理
解

し
、
い
か
に
安
全
な
行
動
を
と
る
か
と
い

う
目
標
は
ど
の
学
校
も
達
成
し
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

防
災
に
強
い
入
間
市
を
つ
く
る
た
め
に

Question 5

堤
利
夫
議
員

質
問

市
長

質
問

質
問

質
問

市
長

教
育
長

教
育
長

身
近
で
の
犯
罪
や
学
校
内
外
で

の
悲
惨
な
事
件
な
ど
が
急
増
し
、
警
察
官

だ
け
で
は
対
処
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

市
民
・
行
政
・
警
察
が
一
体
と
し
て
防
犯

対
策
を
。
①
行
政
と
市
民
の
連
携
は
。
②

通
学
路
危
険
箇
所
の
調
査
と
学
校
へ
の
不

審
者
侵
入
対
策
は
。
③
行
政
と
警
察
と
の

連
携
は
。
④
民
間
交
番
の
設
置
は
。

①
自
治
会
長
を
中
心
に
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
挨
拶
運
動
、
自
主
防

衛
の
た
め
の
啓
発
用
回
覧
板
を
作
成
す
る
。

②
危
険
箇
所
把
握
は
小
・
中
学

校
で
15
校
、
内
９
校
が
安
全
マ
ッ
プ
を
作

成
。
下
校
時
等
で
自
ら
も
安
全
を
守
る
対

処
指
導
や
教
職
員
で
不
審
者
対
応
の
研

修
。
10
校
で
不
審
者
対
策
避
難
訓
練
を
刺さ

す

股ま
た

等
使
用
で
実
施
、
催
涙
ス
プ
レ
ー
を
配

布
。

③
犯
罪
も
複
雑
化
し
専
門
職
員

の
配
置
を
検
討
。④
空
き
店
舗
を
利
用
し
、

警
察
官
、
自
衛
隊
等
Ｏ
Ｂ
と
の
連
携
や
住

民
参
加
等
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
。

相
次
ぐ
大
型
台
風
等
の
上
陸
、

新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
し
大
災
害
と
な

っ
た
。
防
災
見
直
し
を
。
①
夜
間
防
災
訓

練
を
。
②
高
齢
者
、
障
害
者
対
策
は
。

①
突
然
の
災
害
に
備
え
、
夜
間

訓
練
も
研
究
す
る
。
②
一
人
住
い
の
高
齢

者
等
の
現
状
確
認
、
秘
密
保
持
の
配
慮
や

地
域
実
情
把
握
に
努
め
訓
練
を
実
施
す
る
。

①
後
見
制
度
の
内
容
は
。
②
悪

徳
商
法
等
に
対
し
て
の
対
処
は
可
能
か
。

①
痴
呆
性
高
齢
者
等
が
財

産
管
理
、
日
常
生
活
で
重
要
な
物
事
を
自

己
判
断
が
困
難
な
方
を
保
護
、支
援
す
る
。

②
制
度
利
用
者
は
、
後
見
人
を
通
し
て
い

な
い
場
合
は
、
取
り
消
し
が
で
き
る
。

市
民
協
働
で
安
全
・
安
心
の
ま
ち
を
！

Question 6

近
藤
常
雄
議
員

質
問

市
長

質
問

市
長

市
長

教
育
長

質
問

福
祉
部
長

防犯パトロールの模様
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合
併
状
況
報
告
書
が
各
家
庭
に

配
布
さ
れ
た
。
こ
の
資
料
で
市
民
は
合
併

の
是
非
を
判
断
す
る
。
こ
の
間
の
協
議
会

の
結
論
や
資
料
に
よ
る
と
、
市
民
の
負
担

と
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
先
送
り
に
さ
れ

る
も
の
も
多
く
、
く
ら
し
の
問
題
で
後
退

も
あ
る
。
協
議
会
が
示
し
た
結
論
を
ふ
ま

え
「
合
併
で
市
民
の
く
ら
し
は
よ
く
な
る

か
」
具
体
的
項
目
で
質
問
す
る
。

印
鑑
証
明
な
ど
の
手
数
料
は
150
円
か
ら

200
円
に
、
33
％
の
引
き
上
げ
に
な
る
。
こ

れ
は
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
。

こ
の
程
度
の
値
上
げ
は
理
解
し

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
説
明
を
す
れ
ば

理
解
し
て
も
ら
え
る
。

学
校
給
食
は
全
小
学
校
と
武
蔵

中
学
校
で
自
校
方
式
、
他
の
中
学
校
は
セ

ン
タ
ー
方
式
、
手
作
り
が
ほ
と
ん
ど
。
協

議
会
の
結
論
は
「
新
市
に
お
い
て
基
本
方

針
を
定
め
る
」
で
あ
る
。
な
ぜ
す
ぐ
れ
た

入
間
市
の
自
校
方
式
に
決
め
ら
れ
な
か
っ

た
の
か
。
安
全
で
お
い
し
い
学
校
給
食
が

継
続
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

今
こ
こ
で
決
め
る
こ
と
で
は
な

い
。
あ
る
程
度
の
方
向
性
を
示
し
、
今
後

の
人
た
ち
に
議
論
し
て
も
ら
う
。

入
間
市
は
基
本
的
に
支
所
で
身

近
な
と
こ
ろ
で
ほ
と
ん
ど
の
用
が
足
り
る
。

狭
山
市
は
出
張
所
で
戸
籍
な
ど
の
届
け
出

は
で
き
な
い
。
狭
山
市
長
は
支
所
に
し
た

い
と
言
っ
て
い
る
。
人
件
費
の
削
減
を
目

的
に
し
た
合
併
で
そ
れ
は
可
能
か
。
狭
山

市
側
を
支
所
に
し
た
場
合
、
職
員
の
配
置

と
建
物
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
。

十
分
協
議
し
、
よ
り
良
い
方
向

で
充
実
を
図
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

合
併
で
市
民
の
く
ら
し
は
よ
く
な
る
か

Question 7

対
馬
ヨ
シ
江
議
員

質
問

質
問

市
長

質
問

市
長

市
長

扇
台
土
地
区
画
整
理
事
業
は
事

業
採
択
か
ら
10
年
を
経
過
し
た
。
事
業
進

捗
は
総
事
業
費
ベ
ー
ス
で
6.7
％
、
補
助
事

業
費
ベ
ー
ス
で
は
4.8
％
で
、
事
業
を
立
ち

上
げ
た
時
期
に
比
べ
地
価
の
変
動
も
あ
り
、

対
象
地
域
住
民
の
思
い
は
多
様
で
あ
る
。

終
期
は
平
成
19
年
で
あ
る
が
①
地
区
内
の

道
路
状
況
は
ど
う
か
、
②
ま
た
、
３
月
議

会
の
質
疑
で
も
取
り
上
げ
た
が
埼
玉
県
の

「
再
評
価
項
目
調
書
」
の
取
扱
い
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
③
全
体
的
な
見
直

し
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
は
ど
の
く
ら
い
か
。

検
討
事
項
と
し
て
、
建
物
移
転
に
集
団

移
転
を
導
入
し
工
事
期
間
の
短
縮
を
図
る

と
あ
り
、無
理
を
生
じ
な
い
か
気
に
な
る
。

①
地
区
内
の
位
置
指
定
道
路
箇

所
数
は
約
120
路
線
で
、
そ
の
う
ち
防
火
水

槽
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
７
路
線
で
あ

る
。
市
道
は
66
路
線
あ
り
幹
線
以
外
は
ほ

と
ん
ど
４
ｍ
未
満
で
、
行
き
止
ま
り
・
屈

曲
が
著
し
い
の
が
25
本
、
都
市
計
画
道
路

９
路
線
と
の
か
ね
合
い
で
直
す
の
が
34
本

と
な
っ
て
い
る
。
②
調
書
で
は
事
業
は
継

続
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

・
地
権
者
の
方
々
に
ご
理
解
い
た
だ
く
よ

う
努
め
る
。
③
削
減
は
10
億
円
に
な
る
。

で
き
る
だ
け
家
屋
移
転
を
少
な
く
し
事
業

費
の
削
減
に
努
力
し
た
い
。

こ
の
と
こ
ろ
文
部
科
学
相
も
埼

玉
県
知
事
も
歴
史
教
科
書
に
つ
い
て
の
認

識
が
お
か
し
い
。
教
育
現
場
を
知
る
市
教

育
長
は
、
時
の
政
治
に
作
用
さ
れ
な
い
教

育
理
念
で
教
育
行
政
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い

が
、児
童
生
徒
の
最
近
の
状
況
は
ど
う
か
。

心
配
な
の
は
不
登
校
や
深
層

心
理
だ
が
知
徳
体
の
バ
ラ
ン
ス
は
あ
る
。

扇
台
区
画
整
理
・
10
億
円
コ
ス
ト
削
減

Question 8

山
下
修
子
議
員

質
問

教
育
長

質
問

市
長
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入
間
市
駅
南
口

周
辺
の
市
街
地
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
(1)
一
連
の
整

備
の
当
初
の
目
的
、
途
中

の
経
過
、
現
状
の
認
識
は
。

(2)
入
間
市
駅
と
東
金
子
・

金
子
・
宮
寺
・
二
本
木
地

域
と
の
自
動
車
交
通
の
円

滑
化
、
に
も
貢
献
す
る
と

評
価
す
る
が
。

(1)
商
業
核
形
成

を
目
的
と
し
、
小
・
中
学

校
の
移
転
を
前
提
に
進
め
た
。
大
型
店
や

複
合
映
画
館
を
始
め
多
く
の
来
客
が
あ

り
、
目
的
は
満
た
さ
れ
た
。
戸
建
住
宅
の

混
在
の
問
題
は
あ
る
。
(2)
県
道
青
梅
・
入

間
線
や
、
国
道
16
号
の
渋
滞
も
関
連
す
る

が
、
整
備
の
波
及
効
果
は
あ
る
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
、
(1)
お
お

よ
そ
種
類
ご
と
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況

は
ど
う
か
。
(2)
平
成
15
年
度
か
ら
17
年
度

の
、
３
か
年
間
の
事
業
計
画
の
介
護
給
付

費
は
、
予
定
通
り
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

(1)
10
月
末
の
前
年
対
比
で
居

宅
が
13
・
８
％
、
施
設
が
14
・
５
％
の
増

加
。
目
的
別
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
て

い
る
。
(2)
計
画
通
り
推
移
し
て
い
る
。
平

成
17
年
度
の
給
付
費
で
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
増
床
に
よ
り
、
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。

野
田
の
交
通
事
情
に
つ
い
て
、

(1)
飯
能
市
岩
沢
地
区
の
土
地
区
画
整
理
に

合
わ
せ
た
、
市
境
付
近
の
市
道
の
整
備
の

考
え
は
。
(2)
元
加
治
駅
前
の
広
場
を
、
交

通
の
拠
点
づ
く
り
の
た
め
に
開
放
す
る
よ

う
、
西
武
鉄
道
に
打
診
し
て
は
ど
う
か
。

(1)
市
道
で
幅
員
４
ｍ
の
整

備
が
一
部
進
ん
で
い
な
い
、
拡
幅
は
土
地

区
画
整
理
に
合
わ
せ
、順
次
整
備
し
た
い
。

(2)
開
放
は
駅
利
用
者
の
安

全
確
保
上
困
難
、
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

西
武
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
努
力
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
・
介
護
保
険
・
交
通
対
策

Question 9

宮
岡
治
郎
議
員

質
問

質
問

福
祉
部
長

質
問

建
設
部
長

企
画
部
長

近
年
の
急
激
な
都
市
化
に
伴
い
、

不
老
川
流
域
の
土
地
利
用
が
進
み
、
畑
や

山
林
が
急
激
に
減
り
、
地
下
浸
透
し
て
い

た
雨
水
が
一
気
に
川
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。

宅
地
開
発
と
道
路
整
備
が
不
老
川
の
氾
濫

を
招
き
、多
く
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

①
久
保
稲
荷
線
が
平
成
18
年
で
完
成
し
、

ま
た
ゴ
ル
フ
練
習
場
跡
地
に
大
型
店
舗
が

で
き
る
が
影
響
は
。②
調
整
池
の
機
能
は
。

③
大
森
調
節
池
の
機
能
は
。
④
県
は
不
老

川
下
流
か
ら
河
川
改
修
を
進
め
て
い
る
が
、

早
急
に
は
上
流
の
河
川
改
修
は
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。
藤
沢
の
大
橋
付
近
の
洪
水

対
策
は
。

①
富
士
見
通
り
線
よ
り
南
側
の

雨
水
は
久
保
稲
荷
線
か
ら
安
川
通
り
線
を

流
れ
狭
山
市
境
で
不
老
川
に
入
る
た
め
、

上
流
部
で
の
影
響
は
少
な
い
。
②
市
の
管

理
６
箇
所
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
民
間

の
１
箇
所
は
今
後
指
導
し
て
い
く
。
③
未

買
収
地
も
あ
る
た
め
計
画
量
の
40
％
し
か

入
っ
て
い
な
い
。
県
で
は
流
入
口
部
分
の

改
修
を
本
年
度
行
う
。
④
下
流
部
か
ら
の

改
修
を
早
急
に
進
め
る
よ
う
県
に
要
請
し

て
い
く
。

黒
須
サ
ッ
カ
ー
場
は
、
そ
ば
に

団
地
が
あ
る
こ
と
か
ら
防
塵
対
策
が
前
提

と
な
る
。
そ
し
て
、
春
と
秋
で
３
ヶ
月
間

の
芝
の
養
生
を
し
て
い
る
が
、
河
川
敷
で

あ
り
日
照
条
件
も
悪
く
芝
の
育
成
も
悪
い
。

天
然
芝
で
は
な
く
人
工
芝
に
変
え
て
、
通

年
の
使
用
が
で
き
な
い
か
。

い
い
物
を
造
る
と
２
億
円
要
し
、

検
討
し
た
い
が
時
間
は
か
か
る
。
将
来
は

基
地
跡
留
保
地
を
活
用
し
、
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
検
討
し
た
い
。

開
発
に
伴
う
不
老
川
の
雨
水
対
策

Question 10

田
中
智
義
議
員

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長

入間市駅からの街路の車線整備により、
自動車交通の円滑化が期待される。

黒須サッカー場



市
道
管
理
に
市
民
と
協
働
で
管

理
す
る
里
親
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
。

自
主
的
な
活
動
を
尊
重
し
、

行
政
か
ら
の
押
し
付
け
に
な
ら
な
い
よ

う
、
状
況
を
見
な
が
ら
研
究
す
る
。

市
長
は
里
親
制
度
導
入
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

昔
は
道
普
請

み
ち
ぶ
し
ん

と
い
う
言
葉
が
あ

っ
た
。
公
共
物
を
住
民
が
共
同
で
整
備
を

行
っ
て
い
た
が
、
今
は
昔
の
は
な
し
。
市

民
協
働
活
動
は
各
種
事
業
実
施
上
欠
か
せ

な
い
活
動
で
、
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い

る
。
行
政
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
部
分
は

行
政
が
、
市
民
の
方
々
が
対
応
可
能
な
部

分
は
市
民
に
お
願
い
す
る
等
検
討
す
る
。

幼
児
保
育
支
援
策
の
関
連
で
家

庭
保
育
室
や
認
可
外
保
育
施
設
の
現
状
は
。

市
指
定
の
家
庭
保
育
室
４
施

設
へ
の
入
室
数
が
62
人
、
認
可
外
施
設
へ

の
入
室
数
が
55
人
、
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
者
へ
の
支
援
策
は
。

市
指
定
の
家
庭
保
育
室
に
つ

い
て
は
、
運
営
に
関
す
る
規
則
で
家
賃
等

補
助
金
を
支
出
し
て
い
る
。
認
可
外
保
育

施
設
に
つ
い
て
は
補
助
は
無
い
。

家
賃
補
助
を
受
け
て
い
な
い
施

設
に
つ
い
て
、
別
の
支
援
策
の
考
え
は
。

施
設
の
固
定
資
産
税
や
借

入
金
利
等
、
家
賃
限
度
内
で
検
討
す
る
。

認
可
外
施
設
の
助
成
策
は
。

厳
し
い
が
検
討
す
る
。

保
育
料
の
助
成
制
度
は
。

保
護
者
負
担
金
助
成
は
、

狭
山
市
・
所
沢
市
で
既
に
実
施
し
て
い
る
。

待
機
児
童
解
消
の
重
要
施
設
と
位
置
づ
け
、

総
合
的
に
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

13

福
祉
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

「
厳
し
さ
を
増
す
財
政
―
入
間

市
の
財
政
事
情
は
赤
信
号
」
と
市
報
に
書

か
れ
て
お
り
、
財
政
調
整
基
金
（
市
の
預

貯
金
）
が
減
り
、
特
例
地
方
債
（
市
の
借

入
金
）
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
財
政

状
況
は
大
丈
夫
か
。

バ
ブ
ル
崩
壊
前
、
日
本
の
国
債

は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
先
進
国
並
み
の
60
〜
70

％
だ
っ
た
が
、
現
在
は
150
％
と
大
き
な
伸

び
を
示
し
て
い
る
。
入
間
市
で
は
、
市
長

就
任
時
、
建
設
市
債
は
198
億
円
で
あ
り
、

そ
の
後
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
、
ア
リ

ッ
ト
、
加
治
丘
陵
の
取
得
、
区
画
整
理
、

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
多
く
の

事
業
を
行
っ
て
き
た
。
現
在
218
億
円
と
５

億
円
の
伸
び
だ
が
、
減
税
の
た
め
の
市
債

の
特
例
地
方
債
な
ど
は
近
年
急
激
な
伸
び

を
示
し
、
100
億
円
を
こ
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。こ
れ
は
国
の
責
任
で
あ
る
。

三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
、

入
間
市
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

三
位
一
体
の
改
革
は
補
助
金
を

削
減
し
、
一
般
財
源
と
し
て
地
方
に
渡
す

よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
15
年
度
保

育
所
の
補
助
金
が
削
減
さ
れ
、
譲
渡
所
得

税
と
し
て
一
般
財
源
化
し
て
い
た
だ
い
た

が
、
１
千
500
万
円
程
減
額
に
な
っ
た
。

合
併
の
必
要
性
と
し
て
①
少
子

高
齢
社
会
に
備
え
る
た
め
、
②
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
③
地
方

分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
自
立
都
市
を
目

指
す
た
め
、
④
都
市
間
競
争
に
負
け
な
い

た
め
と
い
う
こ
と
だ
が
、
②
の
財
政
に
つ

い
て
は
。

厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
サ
ー
ビ

ス
を
落
と
さ
ず
負
担
増
を
あ
ま
り
せ
ず
行

政
を
行
う
に
は
合
併
が
必
要
で
あ
る
。

市
の
財
政
と
合
併
問
題
に
つ
い
て

Question 11

駒
井
勲
議
員

質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長

市
長

家
庭
保
育
室
や
認
可
外
保
育
の
現
状
は

Question 12

上
原
正
明
議
員

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

建
設
部
長

家庭保育室のようす



ぼ
ん
や
り
し
て
は
い
ら
れ
な
い
世
の
中

に
な
っ
た
。
電
話
一
つ
に
も
警
戒
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
昨
今
で
あ
る
。
自
分
は
し

っ
か
り
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
い
つ
詐

欺
に
あ
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
心
が

冷
え
る
気
が
す
る
。

ま
し
て
専
業
主
婦
は
、
身
分
証
明
に
な

る
も
の
が
健
康
保
険
証
し
か
な
い
と
い
う

の
は
不
安
で
あ
る
。
銀
行
で
も
郵
便
局
で

も
、提
示
す
れ
ば
す
ん
な
り
通
用
す
る
が
、

偽
造
も
悪
用
も
簡
単
と
い
う
。

知
ら
な
い
う
ち
に
大
き
な
借
金
を
か
か

え
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
千
葉

県
の
あ
る
市
で
は
顔
写
真
つ
き
の
健
康
保

険
証
を
発
行
し
て
い
る
と
聞
く
。

パ
ス
ポ
ー
ト
も
運
転
免
許
証
も
な
い
人

も
大
勢
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
持
つ
健

康
保
険
証
を
も
っ
と
重
要
視
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
る
。

切
り
か
え
る
の
は
大
変
な
作
業
に
な
る

だ
ろ
う
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
状
況
を
考

え
る
と
必
要
だ
と
思
う
。

昨年の12月に駿大ふれあいハウスがオープンしま
した。これは文部科学省の「現代的教育ニーズ取組
支援プログラム」を受けて企画されたもので、駿河
台大学、入間市、商工会の三者が、まちづくりに関
するパートナーシップ協定を結び、そのひとつとし
てふれあいハウスが設置されました。事業内容は、
防犯ボランティア、学生によるパソコンに関する疑
問・トラブル等への対応（パソコンクリニック、ケ
ータイの使い方教えます等）、学生による「遊び」
の指導や「読み聞かせ」の子供ボランティア、まち
おこしイベントの若者感覚での企画・運営、大学教
員による教育相談等、様々な内容で市民との交流や
情報交換を図ります。
アンテナショップとしての駿大ふれあいハウスに

ご期待いただきたいと
思います。
場所は豊岡ｉｐｏｔ

ビル（映画館ビル）２
階です。ぜひ、お立ち
寄り下さい。

◎田中　智義　○金子　健一
山下　修子　　神谷　　達　　金沢実千代
宮岡　幸江　　鹿倉　貞二　　近藤　常雄
齋藤　武久　　高橋　満男

◎は委員長　○は副委員長

議会だより編集委員会

健
康
保
険
証
を
思
う

細
渕
文
子
　
（
主
婦
）

宮
寺

駿大ふれあいハウス
オープン！

市
民
の
声�
市
民
の
声�

子
ど
も
が
産
ま
れ
出
生
届
を
出
す
と
、

そ
の
時
点
で
そ
の
子
は
市
民
と
な
る
わ
け

だ
が
、
実
際
に
は
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
か
ら
子
と
行
政
の
か
か
わ

り
が
始
ま
っ
て
い
る
。

30
才
を
過
ぎ
た
３
人
の
子
ど
も
の
母
子

手
帳
は
今
も
私
の
手
元
に
あ
る
。
子
ど
も

達
が
母
親
・
父
親
に
な
る
と
き
に
手
渡
そ

う
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
手
帳
に
は
母
親
の
妊
娠
中
の
体
調

記
録
と
と
も
に
小
学
校
入
学
ま
で
の
子
の

成
長
記
録
、
予
防
接
種
日
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
市
役
所
か
ら
の
通
知

の
ま
ま
に
受
け
た
検
診
や
予
防
接
種
の
記

録
で
、
今
更
な
が
ら
子
が
行
政
に
よ
っ
て

守
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
感
じ
る
。

今
、
私
た
ち
が
何
か
公
の
制
度
を
必
要

と
す
る
時
、
自
分
か
ら
働
き
か
け
な
け
れ

ば
何
も
始
ま
ら
な
い
。

そ
の
時
の
た
め
に
普
段
か
ら
行
政
に
関

心
を
持
ち
つ
づ
け
、
適
切
な
制
度
を
知
っ

て
お
き
た
い
。 母

子
健
康
手
帳

井
ヶ
田
啓
子
（
主
婦
）

宮
寺

いるま
市�

○２月２日（水）開会
○２月７日（月）総括質疑
○２月８日（火）総括質疑
○２月９日（水）委員会
○２月10日（木）委員会
○２月14日（月）一般質問
○２月15日（火）一般質問
○２月16日（水）一般質問
○２月22日（火）閉会

※日程については、変更する場合もありますので、
議会事務局へお問い合わせ下さい。
�　2964-1111 内線5112・5113

2
月
定
例
会
日
程
案


